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長光路差分吸収分光法による大気エアロゾ、ルと水蒸気の計測
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エアロゾル濃度算出
気体濃度算出過程により算出された濃度の値を利用することで、（3）式は
次式のように変形される。
-ln(/ / /ref )-Tai, -'(No, -rH,O =-Ink’＋Bλイ（4)
ここで、Bは波長lμmにおけるエアロゾノレの混濁係数、Aはオングストロー
ムパラメー タて・ある。
(4）式の右辺についてLevenberg-M釘qu釘dt法を利用し、混濁係数とオング
ストロームパラメータを算出した。
また、 k’の値は、測定日の全データの中で光強度が最大のもの（1/24
15:05）を滑沖大気時のものとみなし、これを視程 50km（光学的厚さ 0.43）と
して他の時刻の計算を行った。
本研究では、2種類の気体について濃度算出を行ったため、それぞれに
対応する波長範囲を利用してエアロゾノレパラメータを算出した。さらに、両方
の波長範囲を含む400-750nmでの計算も行った。
目的
長光路差分吸収分光法による複数気体・粒子成分の測定と導出アノレゴy
ズムの開発
－二酸化窒素 ・エアロゾノレ
観測方法
・観測地より、望遠鏡を利用して遠方の航空障害灯のフラッ、ンュランプのス
ベクトルを測定する。発光時のスペクトルと、非発光時のスペクトルの差分が
フラッシュランプのスペクトノレとなる（観拠スペクトノレ）。
－航空隊害灯付近において同様の手法で測定されたスベクトノレは、大気の
影響を受けておらず、参照スペクトノレとして利用する。
背景
地球規模での大気環境汚染の変動を知る上で大気の多面的な測定が重
要であり、国や自治体などでの定点測定だけでは、その地主主を代表する測
定値として扱うことは難しい。
－水蒸気
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気体灘度算出
分光器で測定される観測スペクトル（図2）、参照スペクトノレはそれぞれ次の
(1）式および（2）式で表される。
(I) 
(2) 
ここで、 k1,k1は集光条件の違いや装置係数を含む係数、hは光源スペクト
ノレ、 Tnは各成分の透過廓である。
係数kとT酎酬の波長依存性が、気体分子吸収の波長依存性に比べて
低いことを考慮し、（3）式のように変形することができる。
！（λ） =k,J。九z九棚jTNO，九。
I.，（λ） = k2fo 
!Le仇31ro2 ~：rヘ.，，.，.，..~
12・。
Tlmo(JST) 
図B解析波長範囲5)1J／昆濁係数
(2002/01124) 
" Jr.! m・・
. ft¥ ---i(l()..I’°＂＇ 
竃 :S.D .• - 100-1ao.-
1-. I ゅ "4Xl-780rwn
i；判や
．。。，。0 11:00 11.00 11。
n,・I.JSη
図10.解析範閤5)1］オングストロームパラメータ
(2002/01/24) 
＼＼ 
めーブAtν
図7.NO,./t時間変化
•••CII . , 
E’. I ・町S腿4・
4・., 
Z健・1
室一, . , 
．蝿吋調．
01123。
-In(! II陀r)-r.,,=aλ＋b+LHNo, +L~. rH,o (3) 
この式より算出される差分光学的厚さと、差分吸収断面積を比較すること
で気体成分の濃度が算出される（図3バ）。
本研究では、 N02,H20それそ．れ400-450nm,700-750nmの範囲で、濃度
の算出を行った。
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・気体成分の測定
二酸化窒紫の濃度（図7）は、地上測定値と比較して傾向と値の両βでよ
い一致が見られたが、水蒸気濃度（図6）は傾向については相関があるもの
の、値は地上測定値の約半分になってしも。観測地や分光器の分解能が
具なる場合（~6(a）と（b））でも同様な結果が見られる。
・エアロゾルの測定
解析波長範囲を広くすることで、短波長域と長波長域を同時に満たす解が
得られるが（図5）、それぞれの波長域での相関が悪くなる。また、サンフォト
メータでの測定（図9）と比較して、 12:30頃の傾向が同様に現れている。
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